「心に残る文化財子ども塾」学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　                　　日　時　　平成２６年９月９日（火）　9：00～１５：００
                              　　　　　場　所　　大垣古墳、風土記の丘ほか
対　象　　６年生児童　８名
指導者  学級担任1名
埋蔵文化財調査センター1名
１．主　題　　古代の秋鹿・松江周辺の歴史を学ぼう！　
２．ねらい
　　○秋鹿・松江地域の歴史や遺跡の学習を通して、身近な地域の文化財や歴史学習への興味や関心を高めるとともに、ふるさとに対する愛着の気持ちを育てる。
　　○埴輪・土器などの出土品の見学を通して、古代人の生活の様子や生活の知恵・技術等について考えることができるようにする。
３．展　開
	時間
	学習活動
	指導者の支援・配慮事項
	分担

	９：00

	今日の学習の流れを確認しよう　　　　
	・講師及び埋文センターの仕事の紹介をする。
・学習の内容やねらいを説明する。
	担任


	９：００
１２：００

	古代の秋鹿・松江の歴史を学ぼう
（大垣古墳・埋蔵文化センター・二子塚古墳・風土記の丘）
　・秋鹿・松江周辺の遺跡の広がり
　・古代の人々が使った道具
　・縄文時代から古墳時代の遺物
（縄文土器・弥生土器・埴輪・須恵器・鉄器・玉）
・埴輪作り、土器作りの説明
	・秋鹿小周辺の遺跡分布図を提示し、身近な場所に遺跡があり、大昔から郷土のいろいろな場所で人々が生活していたことを知らせる。
・本物の遺物（土器、埴輪など）などを見たり、触ったりしながら、古代人の生活を想像させる。
（大垣大塚古墳埴輪・古曽志遺跡群出土品・風土記の丘資料館）

	職員


	１２：００

１２：３５
	休憩・弁当
	・本物の遺物（土器、埴輪など）などを見学し、古代人の生活を想像させる。

	

	１３：３０
１５：００
	（出雲国庁跡・出雲国分寺跡）　　　
	・本物の遺構を見たり、触ったりしながら、奈良時代頃の出雲の国と中央とのつながりを想像させる。

	職員

担任

	１５：00
（５分）
	学習のまとめをしよう。
　　　　
	・感想発表をする。（時間があれば）
・アンケートに答える。
・記念撮影をする。
	担任



